
第３９回田原市男女共同参画推進懇話会書面開催次第 

日時：令和３年２月１８日（木） 

１ 議 題 

（１）令和３年度男女共同参画フェスティバルについて          【資料１】 

  (２) 男女共同参画応募作品審査部会の立ち上げ及び審査について   【資料２】 

２ 報告事項 

（１）提案型委託制度について                   【資料３】 

（２）市民活動支援制度について                  【資料４】 

（３）たはら男女共同参画ニュース「Walk Together」            【資料５】 

３ その他 

 〇愛知県男女共同参画人材育成セミナーについて           【資料６】 

 〇各委員の取組状況・意見                                         【資料７】 

配布資料 

【資料１】令和３年度男女共同参画フェスティバルについて 

【資料２】男女共同参画応募作品審査部会の立ち上げ及び審査について    

【資料３】提案型委託制度について 

【資料４】市民活動支援制度について 

【資料５】たはら男女共同参画ニュース「Walk Together」  

【資料６】愛知県男女共同参画人材育成セミナーについて 

【資料７】各委員の取組状況・意見 



議題の説明 

【資料１】令和３年度男女共同参画フェスティバルについて 

・令和３年度のフェスティバルは、集客拡大の観点から、エコフェスと合同開催とし、

日程は、これまで８月末日のところ、８月１日を予定日とすること。 

【資料２】男女共同参画応募作品審査部会の立ち上げ及び審査について 

・男女共同参画応募作品の審査について、男女共同参画応募作品審査部会を立ち上げ

審査すること。また、部会員は、森下静子会長、北野谷充香子委員、永田みよ江委員、

石川恵史委員とすること。  

会議資料の説明

【資料３】提案型委託制度について 

・市民提案型委託制度により、昨年度と同様に、男女共同参画の啓発をテーマに、市

民の方から広くご提案いただきたく募集をします。 

【資料４】市民活動支援制度について 

 ・市民参画・協働のまちづくりを促進するため、市民の皆さんが実施する公益的な活

動を支援するための補助金制度を設けています。令和3年度の概要です。 

【資料５】たはら男女共同参画ニュース「Walk Together」  

・広報たはら８月号に掲載された、男女共同参画ニュースです。内容は、森下会長の

インタビューで、市民の皆さんに男女共同参画の大切さを発信しています。 

【資料６】愛知県男女共同参画人材育成セミナーについて 

 ・令和３年度の人材養成育成セミナー実施要領です。推薦をお願いします。 

【資料７】各委員の取組状況・意見 

 ・２月５日までに提出された各委員の取組み状況及び意見です。



表  決  書 

令和３年２月 日 

第３９回田原市男女共同参画推進懇話会の決議事項については、可否欄

に ○印 を付したとおり表決します。 

決議事項 
決議事項に 

対する可否 

（１）令和３年度男女共同参画フェスティバルについて 可 否 

(２) 男女共同参画応募作品の審査について  可 否 

「ご意見欄」 

職 名：                 

氏 名：                   

別紙1 



ＦＡＸ ０５３１－２３－０６６９ 田原市企画課 行

第３９回田原市男女共同参画推進懇話会書面開催 

【 連絡票 】

２月１６日（火）までに、ご送信ください。 

所属団体名 氏 名

○会議資料にご不明な点、ご意見等ありましたらご記入ください。 

別紙２ 



第６期田原市男女共同参画推進懇話会委員名簿 

任期：平成３１年４月１日～令和３年３月３１日

【委 員】

番号 氏 名 所属団体・役職 備 考

１ 会長 森下 静子 女性会議ウイットＷＩＴ 代表

２ 副会長 川合 利法 愛知みなみ農業協同組合 人事課長

３ 委員 木戸 寛 一般社団法人田原青年会議所 委員

４ 委員 太田 としゑ あかばねひらがなの会 会員

５ 委員 山本 五夫 田原市地域コミュニティ連合会 理事（福江コミュニティ協議会長） 新任

６ 委員 中神 信明 ＪＡ愛知厚生連あつみの郷 所長

７ 委員 岩瀬 貴仁 社会福祉法人田原市社会福祉協議会 主任

８ 委員 篭橋 靖彦 渥美漁業協同組合 代表理事組合長 新任

９ 委員 冨田 光彦 田原市認定農業者連絡会 企画委員 新任

１０ 委員 石川 智惠子 渥美商工会女性部 部長

１１ 委員 北野谷充香子 田原市商工会女性部 監事

１２ 委員 大羽 耕一 渥美半島観光ビューロー 事務次長 新任

１３ 委員 内藤 喜久枝 田原市議会 議員

１４ 委員 岡田 裕子 田原市更生保護女性会 会計 新任

１５ 委員 太田 文子 田原市農業委員会 委員

１６ 委員 髙崎 佐智江 田原市教育委員会 委員 新任

１７ 委員 森下 和美 行政相談委員 新任

１８ 委員 石川 恵史 田原市企画部長

１９ 委員 清水 直美 公募者 ヒッポファミリークラブ

２０ 委員 永田 みよ江 公募者 女性会ウイットＷＩＴ

【オブザーバー】 

氏 名 所属団体・役職 備 考

樫村 愛子 愛知大学文学部教授

【事務局】 

氏 名 所属・役職 備 考

大羽 浩和 企画部企画課長

河口 圭子 企画部企画課 課長補佐兼係長

下形 めぐみ 企画部企画課 主事補
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令和３年度男女共同参画フェスティバルについて（案） 
１ フェスティバルの概要                                     

 ○目 的 

田原市男女共同参画推進プランの目標「みんなが自分らしく輝けるまち・たはら」の実現を目

指すための啓発イベント。 

市民活動団体が活動の発表や、団体同士・団体と一般市民同士が交流したりすることによって、

自分らしく活動する人と人とのネットワークを広げる。 

また、講演会の開催や学習パネルを展示等で、来場者への男女共同参画の意識啓発を図る。 

 ○主 催  田原市男女共同参画推進懇話会 

 ○日 時  令和３年８月１日（日）10:00～15:00（エコフェス同日開催） 

○場 所  田原文化会館

○内 容  市民活動団体の出展等(演劇は無し) 

２ フェスティバルの運営手法等確認事項（※予算成立前のため、現時点での予定）       

（１） 運営体制について 

○懇話会にフェスティバル運営部会を設置する。 

①懇話会委員全員が運営部会メンバーとなり、部会長、副部会長を選出する。 

②運営部会は、企画、準備及び運営を行う。 

③フェスティバル開催までに３回程度の運営部会を開催する。 

（２）懇話会出展内容の検討 

○フェスティバルのテーマを決めて、懇話会の出展内容を検討する。 

（３）内容の改良・工夫等 

○フェスティバルの開催趣旨である『男女共同参画社会の推進』のための内容が充分に伝わる方

法を検討する。 

 ○図書館と連携して、男女共同参画関連の本のＰＲをしてもらう。 

 ○若年層に対して男女共同参画の啓発をする。(ボードゲームの作成等) 

 ○活動発表のブース位置の決め方を検討する。 

○WEB や液晶ディスプレイを活用し啓発をする。 

〇エコフェスと連携して SDGs の目標を視野にイベントを企画する。 

〇今年度募集した作品の発表及び３年度の募集をする。 

○新型コロナの状況に応じて、イベント開催決定を判断する。また、新しい啓発方法を検討する。 

資料１ 
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＜参考＞これまでのフェスティバル （会場：田原文化会館）                 

第１２回

◆令和元年８月２５日（日）10:00～15:30 

 市民劇団だもん de による演劇公演 

「ジェンダーバイアスを越えて  ～気づいてますか、日常でのすりこみ～」 

市民活動団体による出展（ブース・パネル展示） 

第１１回

◆平成３０年８月２６日（日）10:00～15:30 

 市民劇団だもん de による演劇公演「波のプリズム～華と雪～」 

山内房子ミニコンサート 

市民活動団体による出展（ブース・パネル展示） 

第１０回

◆平成２９年８月２７日（日）10:00～16:00 

 映画「この世界の片隅に」上映  ※オープニングにて団体紹介 

 市民活動団体によるステージ発表 

市民活動団体による出展（ブース・パネル展示、ワークショップ等） 

第９回 

◆平成２８年８月２８日（日）10:00～15:00 

 映画「奇跡のリンゴ」上映  ※オープニングにて団体紹介 

 市民活動団体の活動発表 

市民活動団体による出展（パネル展示、ワークショップ、フリーマーケット等） 

第８回 

◆平成２７年８月２４日（日）10:00～16:00 

 映画「ぼくたちの家族」上映  ※オープニングにて団体紹介 

 市民活動団体の活動発表 

市民活動団体による出展（パネル展示、ワークショップ等） 

第７回 

◆平成２６年８月２４日（日）10:00～16:00   

 市民活動団体による出展（パネル展示、ステージ発表、ワークショップ等） 

 映画「そして父になる」上映 

第６回 

◆平成２５年８月２５日（日）10:00～16:00   

 市民活動団体による出展（パネル展示、ステージ発表、ワークショップ等） 

 映画「幸福な食卓」上映＆監督トークショー 

 映画監督 小松隆志さん× 映画評論家 高野史枝さん 

第５回 

◆平成２４年８月２６日（日）10:00～16:00   

 市民活動団体による出展（パネル展示、ステージ発表、ワークショップ等） 

 映画「６０歳のラブレター」上映 

第４回 

◆平成２３年８月２８日（日）10:00～16:00   

 市民活動団体による出展（パネル展示、ステージ発表、ワークショップ等） 

 映画「フラワーズ」上映 

第３回 

◆平成２２年９月１１日（日）10:00～15:30   

 市民活動団体による出展（パネル展示、ステージ発表、ワークショップ等） 

 同時開催 あいち国際女性映画祭「プリンセス・マヤ」上映 

映画監督 テレサ・ファビク氏 講演 

第２回 

◆第２回：平成２１年９月５日（土）10:00～16:00   

 市民活動団体による出展（パネル展示、ステージ発表、ワークショップ等） 

 同時開催 あいち国際女性映画祭「飛べ、ペンギン」上映 

プロデューサー ナム・ギュソン氏講演 

第１回 

◆平成２０年９月６日（土）10:00～16:00   

 （午前）市民活動団体による出展（パネル展示、ステージ発表、ワークショップ等）

 同時開催 あいち国際女性映画祭「ティラミス」上映 

映画監督 パウラ・ヴァンデルウスト氏講演 



男女共同参画応募作品審査部会の立ち上げ及び審査について 

１ 男女共同参画応募作品審査部会  

 各賞を決定するにあたり、男女共同参画応募作品審査部会を立ち上げ審査す

る。 

２ 審査員 

 審査員を以下の４名とする。 

 （１）森下静子会長 

  (２) 北野谷充香子委員 

（３）永田みよ江委員 

（４）石川恵史委員

３ 審査内容 

「みんなが自分らしく輝けるまち・たはら」の実現に向けて、男女共同参画に

ついての意識の高揚を図るため、男女共同参画に関する作文・4こまマンガを

広く募集した結果は以下とおりで、各賞の決定をする。 

資料２

各部 マンガ応募件数 作文応募件数 合計

小学生 4 0 4

中学生 0 194 194

一般 2 1 3

合計 6 195 201

●マンガ
各部 最優秀賞 優秀 入賞
小学生
中学生
一般

●作文
各部 最優秀賞 優秀 入賞
小学生
中学生
一般

令和２年度男女共同参画応募作品の各賞
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令和３年度 市民提案型委託事業【テーマ提示型】

応 募 要 領

 この制度は、市が取り組むべき地域課題の解消に資する事業について、市民活動

団体の柔軟な発想で提案していただき、提案者と市が委託契約を結んで実施するこ

とによるコストの縮減や、市民目線での事業展開による効果の広がりを図ることを

目的としています。

１ 募集するテーマ  

【男女共同参画啓発事業】

（１）事業内容 

男女共同参画の意識を市民に広く啓発するための講座の企画及び開催やパ

ンフレットの作成

≪例≫

・子どもや若者を対象とした男女共同参画に関する初級講座の開催

・あらゆる世代へ男女共同参画の意識を啓発する講座の開催

・地域活動へ女性の参画を促すためのパンフレットの作成

・防災分野での女性参画の仕組みを考えるワークショップの開催 等

（２）事業費

１３万円（上限）

２ 対象となる事業 

 対象となる事業は、次のいずれにも該当する事業とします。

 （１）市が定めるテーマに合致している事業

 （２）主に市内で実施される事業

 （３）令和４年２月末までに完了する事業

３ 対象とならない事業  

 対象となる事業であっても、以下のいずれかに該当する事業は対象としません。

 （１）専ら直接的に利潤を追求することを目的とする事業

 （２）宗教の教義を広め、儀式行事を行い、又は信者を教化育成することを目的

とする事業

（３）政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することを目的とする事業

（４）特定の公職（公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第３条に規定する

資料３ 
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公職をいう。以下同じ。）の候補者（当該候補者になろうとする者を含む。）

若しくは公職にある者若しくは政党を推薦し、支持し、又はこれらに反対

することを目的とする事業

 （５）公序良俗に反する事業

 （６）特定の個人や団体のみが利益を受ける事業

 （７）他の制度の補助金等の交付を受ける事業

 （８）その他、田原市が対象として不適当と認められる事業

４ 提案できる団体の要件  

 提案できる団体の要件は、市民公益活動を行おうとする市民活動団体で、次の全

ての要件に該当する団体とします。

（１）５人以上で構成されている団体 ※名簿添付（氏名・住所・電話番号を記載）

 （２）市内に事務所等の拠点があり、主として市内で市民公益活動を行う団体

 （３）提案時に記載した事業を予定どおり遂行できる団体

 （４）適切な会計処理が行われている又は行われる見込みがある団体

※提案団体の要件の有無にかかわらず、次の団体は応募できません。

・暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する処分を受けてい

る団体又はその構成員の統制下にある団体

・無差別大量殺人行為を行なった団体の規制に関する法律に規定する処分を受

けている団体又はその構成員の統制下にある団体

・政治活動や宗教上の教義を広める活動を主たる目的とする団体

・公序良俗に反する団体

５ 提出書類  

 （１）市民提案型委託事業企画書（様式第１号）

 （２）団体概要説明書（様式第２号）

 （３）業務内訳書（様式第３号）

 （４）定款、規約、会則その他これらに準ずるもの

 （５）団体構成員の名簿（氏名・住所・電話番号を記載）

 （６）団体収支決算書（直近のもの）

  ※新しく設立した団体は、直近の収支決算書の代わりに、団体または団体構成

員の市民活動実績に関する資料を添付することができます。詳細については、

事前にご相談ください。
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６ 選考方法  

 提案事業の選考は、次の評価項目の観点から書類審査及び事業担当課へのプレゼ

ンテーションを実施し、市が審査します。

７ 提案募集  

 令和３年４月１日（木）～７月３０日（金）午後５時まで ※必着

８ 応募方法  

 直接持参または郵送

９ 提出先  

 〒４４１－３４９２ 田原市田原町南番場３０番地１

 田原市役所企画部企画課 宛

１０ 募集から事業完了までのスケジュール  

 （１）募集期間｛４月１日（木）～７月３０日（金）｝

 （２）事業担当課へのプレゼンテーション審査（８月中旬）

※委託候補団体決定

 （３）担当課と委託候補団体の協議（８月下旬）

 （４）契約の締結（８月下旬）

 （５）事業実施（契約日～翌２月末）

 （６）実績報告書の提出

 （７）委託料の支払い

評価項目 評価の着眼点

公共性

 公共的価値

 問題意識

・多くの市民等に波及、貢献する公共的事業であるか

・地域の課題を的確に把握しているか

的確性

 企画の確実性

専門性

・提案募集テーマに対して的確な事業であるか

・事業の企画が適切で精度の高いものであるか

・団体の能力や専門性が活かされる事業であるか

実行性

 計画の実行性

 遂行能力

・団体の活動経験、事業実施体制、スケジュール等は妥当であるか

・団体の事業を遂行する能力は妥当であるか

費用対効果

 妥当性

 効率性

・業務内訳書の記載内容や積算根拠は明確で妥当であるか

・課題に対する費用対効果は妥当であるか
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１１ その他  

 （１）契約時の仕様書に記載した内容を達成できないときは、支払額の全額また

は一部を返還していただきます。

 （２）事業内容や委託金額を修正することを条件に採用する場合や、市と受託団

体との協議により企画案の一部を修正していただく場合があります。

 （３）提案内容、団体の名称及び連絡先などについては、広報紙や市ホームペー

ジ等で公開することがありますので、あらかじめご了承ください。

１２ 問合せ先  

 田原市役所企画部企画課協働係

 〒４４１－３４９２ 田原市田原町南番場３０番地１

電話：０５３１－２３－３５０７  ＦＡＸ：０５３１－２３－０６６９

Ｅメール：kyoudou@city.tahara.aichi.jp 



健康福祉・環境保全・地域づくりなどの公益活動を行う市民活

動団体さんを応援する制度です。市民感覚の柔軟な発想で、社

会に役立つ活動を提案してみましょう！ 

【募集期間】 

① 通常枠（補助対象経費10万円以上） 
  令和３年2月1２日(金)～3月1２日(金) 必着 

② 少額枠（補助対象経費10万円未満） 
令和３年2月1２日(金)～令和４年1月2８日(金)  

随時受付（予算額に達し次第終了） 

③新規団体枠
新たに仲間を募って立ち上がった市民活動団体さんを応援す

る制度です。ぜひご活用ください。 

【募集期間】 

令和３年2月1２日(金)～令和４年1月2８日(金)必着 

随時受付（予算額に達し次第終了） 
市民提案型委託制度 
市民活動団体さんが提案した地域の課題を 

解決するための事業を、市と団体が委託契約を結び、実施します。 

【テーマ提示型】 
【令和３年度募集テーマ】 

男女共同参画啓発事業 

男女共同参画を市民の方に広く知ってもらうための講座の企 

画、開催やパンフレットの作成など 

【募集期間】 

令和３年４月上旬～７月下旬（予定） 

【選考方法】 

書類審査、非公開審査会 

【自由テーマ型】 
「市の事業でこんなイベントがあればいいのに！」 

ツイッターやフェイスブックの活用講座の企画など、 

皆さんの自由な発想でご提案ください。 

【募集期間】 

令和３年４月上旬～７月下旬（予定） 

【選考方法】 

 書類審査、非公開審査会 

田原市では、市民参画・協働のまちづくりを促進するため、 

市民の皆さんが実施する公益的な活動を支援するための補助金制度を設けています。 

ぜひ、あなたの市民活動にご活用ください。

⑤人材養成枠
市民活動団体さんの活動に関連する講座等の受講費用を補助する

「講座枠」と、先進的な事例の視察・調査のための費用を補助す

る「視察枠」の2本柱です。やる気・熱意のある方を応援します！ 

【募集期間】 

令和３年2月1２日(金)～令和４年1月2８日(金)必着  

随時受付（予算額に達し次第終了） 

※講座枠、視察枠ともに同じです。 

団体の活動を活発にするため

に、スキルアップしたい！ 

みんなで社会に役立つ 

活動がしたい！ 

地元の仲間と、職場の同僚と… 

市民活動にチャレンジ！！ 

資料４ 

市役所の仕事を 

わたしたちでやってみたいな！ 

市民活動を始めてみたけど、 

活動資金のやりくりが難しい… 

④チャレンジ枠
40歳以下の若い世代の市民活動団体さんを応援する制度です。 

フレッシュさ溢れる斬新なアイデアで、仲間と一緒に楽しみ 

ながら市民活動をしてみませんか？ 

【募集期間】 

令和３年2月1２日(金)～令和４年1月2８日(金)必着  

随時受付（予算額に達し次第終了） 

市民協働まちづくり事業補助金

【市民活動支援センター】お気軽にお問い合わせください！ 

■田原文化会館フリースペース TEL 0531-22-1111（内線812）※開設時のみ 
開設日時 火曜日・土曜日 12:00～1６:00   

ＨＰ：http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/ E-mail：shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp 

■田原市役所企画課（南庁舎3階） TEL 0531-23-3507 FAX 0531-23-0669  
開設日時 平日 8:30～17:15 

E-mail：kyoudou@city.tahara.aichi.jp 

☆それぞれの補助金、委託制度の詳細な募集概要は、

市ホームページや広報たはらで紹介しています。 



令和３年度 市民活動支援制度の概要 

制度名 補助金の額など 応募から事業実施までのステップ 

通
常
枠

○補助金額・補助率 

上限２０万円・補助率２分の１ 

○予算額 

４０万円  ※見込み団体数：２団体 

① 募集期間：令和３年２月１２日（金）～３月１２日（金） 必着 

② 選考方法：書類審査・公開審査会（３月２５日（木）開催） 

③ 交付決定：４月上旬ごろ ⇒事業開始 

④ ※予算の範囲内で審査結果順に採択 

少
額
枠

○補助金額・補助率 

上限４９，０００円・補助率２分の１ 

○予算額 

１０万円  ※見込み団体数：２団体 

① 募集期間：令和３年２月１２日（金）～令和４年１月２８日(金)  

随時受付（予算額に達し次第終了） 

② 選考方法：書類審査 

③ 交付決定：申請書提出後の約２週間後 ⇒事業開始 

※予算の範囲内で先着順に採択 

チ
ャ
レ
ン
ジ
枠

○団体要件 

５人以上の青年層（おおむね１８歳～４０

歳）の市民で構成された団体 

○補助金額・補助率 

上限９万円・補助率２分の１ 

○予算額 

９万円  ※見込み団体数：１団体 

① 募集期間：令和３年２月１２日（金）～令和４年１月２８日(金)  

随時受付（予算額に達し次第終了） 

② 選考方法：書類審査 

③ 交付決定：申請書提出後の約２週間後 ⇒事業開始 

※予算の範囲内で先着順に採択 

新
規
団
体
枠

○団体要件 

令和２年４月以降に設立した団体 

○補助金額・補助率 

上限５万円・補助率１０分の１０ 

○予算額 

１０万円  ※見込み団体数：２団体 

① 募集期間：令和３年２月１２日（金）～令和４年１月２８日(金)  

随時受付（予算額に達し次第終了） 

② 選考方法：書類審査 

③ 交付決定：申請書提出後の約２週間後 ⇒事業開始 

※予算の範囲内で先着順に採択 

人
材
養
成
枠

研
修
枠

○補助金額・補助率 

上限２万円・全額または一部 

○予算額 

  ２万円  ※見込み団体数：１団体 

① 募集期間：令和３年２月１２日（金）～令和４年１月２８日(金)  

随時受付（予算額に達し次第終了） 

② 選考方法：書類審査 

③ 交付決定：申請書提出後の約２週間後 ⇒事業開始 

※予算の範囲内で先着順に採択 

視
察
枠

○補助金額・補助率 

 上限４万円・全額または一部 

 （２名まで／１名につき上限２万円） 

○予算額 

 ４万円  ※見込み団体数：１団体 

① 募集期間：令和３年２月１２日（金）～令和４年１月２８日(金)  

随時受付（予算額に達し次第終了） 

② 選考方法：書類審査・非公開審査会 

③ 交付決定：申請書提出後の約２週間後 ⇒事業開始 

※予算の範囲内で先着順に採択 

※令和３年度予算が確定するまでは仮受付となります。 
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 愛知県男女共同参画人材育成セミナー実施要領 

１ 目 的 

政策や方針決定の場への女性の登用を積極的に推進するため、とりわけ県内各

市町村において登用できる女性人材を計画的かつ継続的に育成することを目的と

して、愛知県男女共同参画人材育成セミナー（以下「セミナー」という。）を実施

する。 

 ２ 事業の実施 

本セミナーは、公益財団法人あいち男女共同参画財団（以下「財団」という。）

が実施するものとする。 

（１）実施期間 

毎年５月から翌年３月までの８回（最終回：発表会・修了式） 

（２）実施場所 

愛知県女性総合センター（ウィルあいち） 

名古屋市東区上竪杉町１番地 

（３）受講生 

概ね２５名（市町村推薦者） 

（４）研修内容 

ア セミナー 

受講生に対し、女性や社会にかかわる諸問題について知識・情報を提供す

るため、男女共同参画、法律、経済、労働、地域づくり、地方行政などにつ

いて、専門の学識経験者等を講師に招いて講義等を行う。 

イ グループ・ワーク 

受講生の交流と相互啓発を進めるため、財団が定めたアドバイザーの助言

を得ながら、講義の内容等をテーマにグループ討議を行う。 

ウ 研究レポート及びセミナー報告書 

（ア）研究レポート 

受講生は、グループ・ワークにおいて設定したテーマについて、アドバ

イザーの助言を得ながら研究を進め、セミナー修了時までにグループごと

にレポートを提出する。 

また、グループによるレポート発表会をセミナー修了式に併せて開催す

る。 

（イ）セミナー報告書 

受講生は、グループごとに共同して講義内容を要約し、研究レポートと

併せて「セミナー報告書」をまとめる。 

なお、本報告書は、受講生及び県内各市町村などに配布する。 

エ 経費 

受講料は無料とする。ただし、受講生の交通費や食費などの経費は負担し

ない。 

３ 受講生の募集及び決定 

受講生の募集及び決定は、県が行うものとする。 

（１）募集 

県は、各市町村へ受講生の適格者の推薦を依頼するものとする。ただし、名

古屋市以外の市町村については、東三河総局及び県民事務所等を通じて依頼す

るものとする。 
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（２）受講生の参加資格 

ア 県内に在住する女性であること。 

イ 年齢は、１８歳から６５歳までであること。 

ウ 心身ともに健康で、全日程を通して参加可能な者であること。 

エ セミナー修了後、現在参画している団体・グループ等における活動をより

積極的に展開するとともに、女性人材育成を目的にこれまで県が実施して

きた事業等（本セミナーを含める。）の修了者を主体に構成する地域実践

活動グループに加入するなど、男女共同参画社会の実現及び女性の自立・

社会参画・地位向上に向けて、セミナーの成果を生かす取組ができる者で

あること。 

オ 市町村との雇用関係（地方公務員法第三条第３項三、五及び第二十二条第

２項に該当する者を除く。）がない者であること。 

（３）県は、各市町村長から推薦のあった候補者から受講生を決定し、財団へ通知

するものとする。 

なお、セミナー開催中に政治的活動又は宗教的活動等を行い、セミナーの進

行を妨げた場合は、決定を取り消すものとする。 

４ 修了者の認定 

最終回を除くセミナーへの出席率が７０％以上で、かつ、グループ・ワークに

よる研究レポートを提出した受講生を修了者と認定する。 

５ この要領に定めるもののほか、本事業の実施に関して必要な事項は、別に定め

る。 

   附則 

 この要領は平成２９年４月１日から施行する。 

2021 年度愛知県男女共同参画人材育成セミナー日程（案） 

回数 月日 会場 

第１回開講式 5 月 21 日（金） １Ｆセミナールーム１・２ 

第２回 6 月 5 日（土） ２Ｆセミナールーム 6 

第３回 6 月 26 日（土） ２Ｆセミナールーム 6 

第４回 7 月 10 日（土） ２Ｆセミナールーム 5 

第５回 8 月 7 日（土） ２Ｆセミナールーム 6 

第６回 9 月 25 日（土） ２Ｆセミナールーム 6 

第７回 11 月 6 日（土） ２Ｆセミナールーム 6 

第８回 

報告会・修了式 

3 月 9 日（水）or 

3 月 10 日（木） 
１Ｆセミナールーム１・２ 
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各委員の取組状況・意見 

１ 公募委員  永田みよ江 委員 

コロナ禍で行政のイベントが中止になる中、市民向け男女共同参画社会啓発事業

は事務局の柔軟な発想があってのこと、大変意義深い事です。

男女共同参画基本法が制定されて 20 年になりますが、共同参画の言葉の浸透、男
女平等の実効性、到達度等、日本社会での実現は大変遅れています。

今回、中学生の作文を読み、日頃悲観的になりがちな私ですが、社会の変化を実

感しました。

社会科、家庭科の授業で「男女共同参画社会という言葉とその意味」を学び、父親

が母親に威圧的な態度をとることに疑問を感じた中学生。

男は仕事、女は家事子育てが当たり前だと考えていたけれど、男女が共に助け合い、

仕事、家事、子育てをしていく方が暮らしやすい、と書かれています。

そうそう！今の高齢の人（50代以上？）は自主的な社会教育講座、又は自己学習
でしか、性別役割分業という言葉を学ぶ機会はありませんでした。中学生の作文に

「男は仕事、女は家事」が当たり前だと考えていたが共同参画の授業を受けそれが

間違いだと気が付いたとあります。これこそ教育の力です。1979年、国連総会で女
子差別撤廃条約が採択され世界が変わり始め、同時に日本社会も変わり始め、2000
年、男女共同参画基本法が成立しました。2021年の今日まで、既に 40年の年月が
流れています。

しかし男尊女卑、男性優位思想は人々の意識に深く刷り込まれ、法整備はされて

も、意識の変化は容易ではありませんでした。作文の中に男女別名簿に疑問を持っ

ている中学生が見えますが、この名簿も男子先.男女別名簿です。
この懇話会でも男女混合名簿への提唱をしましたが、未だ実現には至ってないとは、

大人の責任として解決せねばなりません。

学校教育で、子どもたちが等しく男女共同参画社会について学ぶ、これこそ社会

の変化を促進させるものであり、社会の希望です。

啓発事業に協力してくださいました現場の先生方、応募してくださいました市民の

皆さまに深く感謝申し上げます。

資料 7 
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２ 渥美半島観光ビューロー 事務次長 大羽 耕一 委員 

 「渥美半島メロンロード」企画において、参加者みんなが喜んでもらえる目標を

たて、女性の視点、男性の視点の個性・意見を取り入れ、イベント盛況な中で取り

組むことができた。

３ 女性会議ウイットWIT    森下静子 委員 

1．今年度は新型コロナウイルス感染拡大状況で男女共同参画フェスティバルをは
じめ多くのイベントが中止となりました。その代わりに、男女共同参画応募作品の

募集がありました。

中学がこの企画をキャッチして、3 年生が男女共同参画について思うこと、考える
こと、感じたこと、意見を作文にしました。学校の授業の中で学んでいくことの重

要性を大いに感じました。社会科学として学んでいくことが、それぞれに血の通っ

た学びと気づきにつながっていると感じました。読んでみるとまさにわがこととし

てとらえて「これっておかしいよね」という気づきを持っています。今の自分の立

ち位置をもって、わが家庭でのこと、わが将来のこと・・として。

是非、多くの人に、特に大人の人たちにもこの作文を伝えられたらいいなあと思い

ます。

2．女性会議ウイットWITでは、田原市提案型委託事業「男女共同参画啓発事業」
として以下の講座を開催します。委託事業ですので無料で受講できます。是非懇話

会の皆様のご参加を御待ちしています。

******************************** 
性教育講座 タイトル「互いを尊重する性教育からスタートする豊かな人生」

      ～性教育の過去・現在・そして未来へ～

講師  小栗明子さん

日時： 3月 14日 午後 2時から
場所： 田原市福祉センター3階大会議室

で開催します。（※詳細は別紙チラシを参考にしてください）

3． コロナ禍で対面の研修会、講座ができない反面、リモート（ZOOM）での
講座が各地で開催されています。

10月 11月に 3回蒲郡市主催、1月に 2回豊橋市主催の講座にリモート参加をしま
した。特に 辺地に住む我々にとっては今後コロナ禍がおさまっても大変有益で有

力な学びの手段です。

（参考）「アサーティブコミュニケーショントレーニング」「ダイバーシティ」「マネ

ープラン講座」

「政治の政界で活躍する女性」「ファッションで活躍した女性たち」（すべてジェン

ダー視点のリテラシー）


